
佐藤みつる
緯３４３−０８３１

木村まゆみ
緯３４４−４９２８

きせ恵美子
緯４７８−１１３３

党小平事務所／緯０４２−３４３−３５９０　小平市役所／緯３４１−１２１１（共産党控室呼び出し）ホームページ　http://www.jcp-kodaira.jp/

日本共産党日本共産党日本共産党
小小小
平平平市議団市議団市議団市議団ニュースニュース

№１４４　　２０１５年１０・１１月

《みんなで力を合わせ憲法９条・９６条を守りましょう》
くらしの相談などいつでもお気軽に日本共産党の各市議まくらしの相談などいつでもお気軽に日本共産党の各市議までで

ほそや　正
緯３４５−０８１８

　

九
月
市
議
会
は
、
国
会
で
戦
争
法
（
安
保
関
連
法
）
の
審
議
が
大
詰
め
と
な

り
、
国
民
の
大
き
な
反
対
運
動
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
法
は
強
行
可

決
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
民
各
層
の
運
動
は
止
む
こ
と
な
く
、
廃
止
を
め
ざ
す
運

動
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
願
い
に
こ
た
え
、

市
の
事
業
の
発
展
を

市
の
非
核
・
平
和
事
業
が 

前
進

　

今
年
は
戦
後
・
被
爆　

年
。
市

７０

民
が
あ
ら
た
め
て
「
戦
争
の
な
い

平
和
な
日
本
と
世
界
を
」
と
願
い
、

活
動
も
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
み
つ
る
市
議
は
、「
小
平

市
非
核
平
和
都
市
宣
言
一
〇
周
年

に
あ
た
っ
て
」
と
題
す
る
一
般
質

問
を
行
い
、
市
の
事
業
の
評
価
と

今
後
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
宣
言
一
〇
周
年
に
あ
た

っ
て
、
宣
言
板
の
設
置
、
広
島
で

被
爆
し
た
「
ア
オ
ギ
リ
」
の
植
樹
、

小
・
中
学
生
の
広
島
派
遣
・
平
和

学
習
事
業
な
ど
を
前
進
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
は
、
世

界
の
国
々
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約

の
締
結
を
」
の
機
運
を
広
げ
る
力

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

平
和
事
業
を
息
長
く 

継
続
さ
せ
る

　

佐
藤
み
つ
る
市
議
が
、
平
和
事

業
を
市
民
参
加
で
検
討
し
、
よ
り

充
実
・
発
展
さ
せ
よ
う
と
質
問
し

た
こ
と
に
対
し
、
市
は
こ
れ
ま
で

の
事
業
を
息
長
く
継
続
さ
せ
る
こ

と
が
肝
要
で
、
引
き
続
き
努
力
す

る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

戦
争
法
は
市
民
の
願
い

と
市
の
平
和
へ
の
努
力

に
背
く
も
の

　

多
数
の
市
民
が
今
国
会
成
立
に

反
対
す
る
戦
争
法
案
は
、「
市
民
と

市
の
努
力
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

の
で
は
な
い
か
」
と
見
解
を
求
め

た
質
問
に
、
市
長
は
「
国
会
で
の

熟
議
を
十
分
尽
く
し
て
ほ
し
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

戦
争
法
廃
止
へ
、日
本
共

産
党
が
国
民
連
合
政
府

を
よ
び
か
け

　

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員

長
は
九
月
十
九
日
、「
戦
争
法
（
安

保
法
制
）廃
止
の
国
民
連
合
政
府
」

の
実
現
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
①
戦
争
法
廃
止
、
立
憲
主

義
を
と
り
も
ど
す
。
安
倍
政
権
打

倒
を
②
政
党
、
団
体
・
個
人
が
共

同
し
国
民
連
合
政
府
を
つ
く
る
③

一
致
す
る
政
党
は
国
政
選
挙
で
協

力
を
們
們
の
内
容
で
す
。
国
民
の

運
動
で
示
さ
れ
た
力
を
い
ま
政
府

を
変
え
る
共
同
へ
生
か
し
て
い
く

こ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

非非非非非非非非非非非非非非非非
核核核核核核核核核核核核核核核核
・・・・・・・・・・・・・・・・
平平平平平平平平平平平平平平平平

非
核
・
平
和和和和和和和和和和和和和和和和和

「戦争法」廃止「戦争法」廃止へ「戦争法」廃止「戦争法」廃止へへ

「憲法違反の戦争法案、廃案！」を掲げて国会を包囲。
運動は全国に広がっています。党市議団も連日参加。



　

佐
藤
み
つ
る
市
議
の
質
問
（
一
面
に

紹
介
）
最
中
に
、
政
和
会
か
ら
「
戦
争

法
と
い
う
文
言
の
削
除
を
」
と
い
う
動

議
が
出
さ
れ
、
約
３
時
間
の
中
断
。

「
戦
争
法
」
は
国
会
や
社
会
で
一
般
に

使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。
こ
の
動
議

が
否
決
さ
れ
る
と
、
今
度
は
、
政
和
会

と
公
明
党
の
全
議
員
が
議
場
か
ら
退
席

す
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
が
起
き
ま

し
た
。

「
自
分
の
気
に

入
ら
な
い
発
言

は
聞
か
な
い
」

と
い
う
の
は
民

主
主
義
の
否
定

で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

安
倍
政
権
の
与
党
会
派
は
、
政
府
の

専
管
事
項
（
外
交
、
安
全
保
障
、
国
全

体
の
施
策
な
ど
）
を
市
議
会
で
「
議
論

す
べ
き
で
は
な
い
」（
９
月　

日
の
本
会

３０

議
に
お
け
る
公
明
党
議
員
の
発
言
）
な

ど
と
、
た
び
た
び
発
言
し
て
い
ま
す
。

　

戦
争
法
、
消
費
税
、
社
会
保
障
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
米
軍
基
地
な
ど
は
、

市
民
の
く
ら
し
と
市
の
施
策
に
か
か
わ

る
問
題
で
、
市
民
か
ら
様
々
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
市
民
の

声
を
受
け
、
市
議
会
で
も
議
論
さ
れ
る

の
は
当
然
で
す
。
市
民
と
議
会
に
は
地

方
自
治
法
第　

条
で
、
国
に
意
見
書
を

９９

提
出
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
政
府
が
や
る
こ
と
に
文
句
を
言
う

な
」
と
い
う
の
は
、
市
民
無
視
の
暴
論

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

補正予算補正予算をを

　

一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
昨
年
度
の

繰
越
金
な
ど
を
活
用
し
、
新
た
な
事
業
を

行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
約
二
十
三
億
円
増
額
し
、
一
般
会

計
の
予
算
の
総
額
は
約
六
百
二
十
四
億
四

〇
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
●
地
方
交
付
税　
　
　

一
億
二
六
〇
〇
万
円

●
国
・
都
の
支
出
金　

三
億
八
五
〇
〇
万
円

●
前
年
度
の
繰
越
金　

二
億
四
六
〇
〇
万
円

●
市
債　
　
　
　
　

十
一
億
四
七
〇
〇
万
円

　
●
認
可
保
育
園
四
園
を
新
設
、
来
年
度
四
月

に
二
園
、
六
月
に
二
園
開
園
し
、
合
計
四

園
で
二
八
〇
人
の
定
員
増
を
図
り
、
待
機

児
童
の
解
消
を
め
ざ
す
。

五
億
四
四
〇
〇
万
円

●
都
道
（
五
日
市
街
道
）
拡
幅
に
よ
っ
て
狭

く
な
っ
て
い
た
第
三
小
学
校
の
校
庭
を
広

げ
る
た
め
西
側
隣
地
を
購
入
す
る
。

十
一
億
七
〇
〇
万
円

　

国
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始

ま
り
、
十
月
か
ら
個
人
番
号
の
通
知
カ

ー
ド
の
送
付
、
来
年
一
月
か
ら
番
号
カ

ー
ド
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
関
わ
る
市
の
個
人
情
報

保
護
条
例
、
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

党
市
議
団
は
、
個
人
情
報
保
護
が
こ

れ
ま
で
よ
り
も
厳
格
に
な
る
も
の
と
し

て
賛
成
し
ま
し
た
。

　

国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ
の
も
の

は
、
①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
な
り

す
ま
し
な
ど
の
犯
罪
が
常
態
化
す
る
。

②
国
民
の
メ
リ
ッ
ト
が
不
明
の
ま
ま
、

新
た
な
負
担
が
求
め
ら
れ
る
。
③
国
民

へ
の
徴
税
強
化
や
社
会
保
障
の
給
付
削

減
の
手
段
に
さ
れ
か
ね
な
い
—
—
と
い

う
問
題
が
あ
り
、
日
本
共
産
党
は
制
度

の
実
施
の
中
止
を
求
め
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
＝＝

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
るる

条
例
改

条
例
改
正正

●
子
宮
け
い
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
の
充
実
を

図
る
。　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
万
円

●
離
職
後
の
女
性
の
再
就
職
支
援
を
行
な
う
。

一
三
〇
〇
万
円

　

本
補
正
予
算
案
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

予
算
も
含
ま
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
を

除
け
ば
全
体
と
し
て
市
民
の
願
い
と
要
望

が
実
現
さ
れ
る
予
算
と
判
断
し
、
党
市
議

団
は
賛
成
し
ま
し
た
。
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主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義
ががががががががががががががががががががががががががががががががが
死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ででででででででででででででででででででででででででででででででで
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
ううううううううううううううううううううううううううううううううう

民
主
主
義
が
死
ん
で
し
ま
う　
?????????????????????????????????!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!?!

一
般
質
問
に

一
般
質
問
に
動動
議
、退
議
、退
席席

国
の
方
針
に
口
を
出
す
な

国
の
方
針
に
口
を
出
す
な
？？

歳
入
で
増
額
さ
れ
た
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
事
業

認認
可可
保保
育育
園園
新新
設設
、、

第第
三三
小小
学学
校校
敷敷
地地（（
校校
庭庭
））拡拡
張張
へへ

認
可
保
育
園
新
設

認
可
保
育
園
新
設
、、

第
三
小
学
校
敷
地（
校
庭
）拡
張

第
三
小
学
校
敷
地（
校
庭
）拡
張
へへ



小
平
は
開
発
ラ
ッ
シ

小
平
は
開
発
ラ
ッ
シ
ュ

　

こ
の
数
年
、
市
内
は
大
規
模
開
発
事
業

が
目
白
押
し
で
す
。
東
部
地
域
の
主
な
も

の
だ
け
で
も
下
表
の
と
お
り
。

保
育
園
や
駐
輪
場
は
大
丈
夫
か
？

　

新
し
い
市
民
の
方
が
増
え
て
ま
ち
が
活

気
づ
く
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
保

育
園
ゼ
ロ
・
一
・
二
歳
児
の
受
け
入
れ
は

大
丈
夫
か
、
い
ま
だ
一
七
八
人
も
い
る
保

育
園
の
対
児
童
対
策
は
ど
う
な
る
の
か
、

駅
前
駐
輪
場
は
不
足
し
な
い
か
、
な
ど
課

題
の
積
み
残
し
も
た
い
へ
ん
心
配
で
す
。

紛
争
防
止
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を

　

ま
た
、
開
発
は
、
周
辺
住
民
の
み
な
さ

ん
と
、
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
か
な

い
の
が
現
実
で
す
。「
提
案
型
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
紛
争
に

な
っ
て
か
ら
で
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

九
月
議
会
で
は
、
き
せ
恵
美
子
市
議
が

紛
争
を
市
の
責
任
で
解
決
す
る
こ
と
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、市
は「
開
発
事
業

は
事
業
主
に
よ
る
事
業
で

あ
る
為
、
市
の
責
任
で
紛

争
を
解
決
す
る
に
は
限
界

が
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
が
積
極
的
な
役
割

を
は
た
し
て
、
紛
争
に
な

る
手
前
で
、
話
し
合
い
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
新
し
い
条
例
づ

く
り
を
党
市
議
団
は
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
公
園
体
育
館
の
東
側
の

樹
林
地
は
、
長
年
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
樹
林
地
の
ほ
ぼ
半
分
を

貫
通
す
る
都
市
計
画
道
路
３
・

２
・
８
号
線
の
事
業
認
可
が
下

り
、
二
月
十
六
日
に
東
京
都
は

道
路
部
分
を
柵
で
囲
っ
て
、
立

ち
入
り
禁
止
と
し
ま
し
た
。

今
ま
で
通
り
使
わ
せ
て

ほ
し
い
…
市
は
市
民
の

素
朴
な
願
い
に
応
え
よ

　

６
月
議
会
最
終
日
に
、
市
民

団
体
か
ら
請
願
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
は
、

市
民
の
願
い
は
当
然
の
こ
と
で

あ
り
、
３
・
２
・
８
道
路
の
工

事
が
始
ま
る
ま
で
と
し
て
お
り
、

十
分
可
能
な
こ
と
な
の
で
、
紹

介
議
員
に
も
名
を
連
ね
、
賛
成

し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
残
念
な
が
ら

賛
成
少
数
で
不
採
択
に
な
り
ま

し
た
。

　

審
査
の
中
で
市
は
「
係
争
中

だ
か
ら
」
な
ど
と
裁
判
を
持
ち

出
し
ま
し
た
が
、
市
民
が
国
を

訴
え
た
訴
訟
に
、
市
は
中
立
で

あ
る
べ
き
で
、
裁
判
や
道
路
工

事
の
進
行
と
は
切
り
離
し
て
、

工
事
が
始
ま
る
ま
で
、
市
民
に

開
放
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

区画数、
戸数

事業面積
（㎡）事 業 者現　在従前   用途住　　　所従　　前

１１７区画１８，３７２三井不動産レジ
デンシャル㈱戸建住宅グランド回田町３２６番１外農林中央金庫研修所

７９区画１２，６４２野村不動産㈱戸建住宅社宅回田町２０１番１外日立国際電気社宅

４６８戸１９，１２０三菱地所レジデ
ンス㈱マンション社宅鈴木町二丁目１７６番４外NTT西社宅

９２２戸６２，３９７住友不動産㈱マンション社宅花小金井南町１−８９０−１７NTT東社宅
１店舗６，０３９㈱ヤオコースーパー農地回田町３２２番３外生産緑地
１０７区画１７，４７８野村不動産㈱戸建住宅グランド鈴木町一丁目３９０番６外第一三共グランド跡地
８０区画１２，７５６野村不動産㈱戸建住宅農地上水南町１−４６９番２外生産緑地

大規模開発事業

短
管
パ
イ
プ
の
柵
で
囲
ま
れ
た

道
路
予
定
地

小
平
は
開
発
ラ
ッ
シ

小
平
は
開
発
ラ
ッ
シ
ュュ

小
平
は
開
発
ラ
ッ
シ

小
平
は
開
発
ラ
ッ
シ
ュュ
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多多
くく
のの
市市
民民
がが
親親
しし
んん
でで

いい
るる
樹樹
林林
のの
半半
分分
をを
東東
京京

都都
がが
立立
ちち
入入
りり
禁禁
止止
にに

多
く
の
市
民
が
親
し
ん

多
く
の
市
民
が
親
し
ん
でで

い
る
樹
林
の
半
分
を
東

い
る
樹
林
の
半
分
を
東
京京

都
が
立
ち
入
り
禁
止

都
が
立
ち
入
り
禁
止
にに

（土地利用構想の届出より作成）



９月議会  一般質問より

１
、
小
平
市
非
核
平
和
都
市
宣
言　

周
年
に
あ

１０

た
っ
て

　

今
年
は
戦
後
・
被
爆　

年
と
市
の
宣
言
か
ら

７０

　

年
目
の
年
。
市
の
平
和
事
業
の
到
達
と
今
後

１０さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
質
問
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
一
面
に
）

１
、
女
性
職
員
が
産
休
や
育
休
な
ど
を
取
得
し

な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で

き
る
よ
う
に
と
の
思
い
で
質
問
。

　

答
弁　

仕
事
と
子
育
て
両
立
に
職
員
の
適
切

な
配
置
は
必
要
と
認
識
。
今
年
七
月
か
ら
育
休

取
得
者
が
複
数
い
る
一
部
職
場
に
、
試
行
的
に

正
規
職
員
を
配
置
し
て
い
る
。
育
児
短
時
間
勤

務
者
に
臨
時
職
員
の
配
置
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
職
員
が
気
兼
ね
な
く
働
け
る
環
境
整
備
に
努

め
る
。

２
、
に
じ
バ
ス
、
コ
ミ
タ
ク
の
Ｂ
地
域
で
の
展

開
の
た
め
に
、
一
日
も
早
い
考
え
る
会
の
発

足
を

　

答
弁　

で
き
る
だ
け
早
く
発
足
さ
せ
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
幅
広
い
地
域
か
ら
の
自
治
会

の
参
加
意
向
と
、
そ
こ
で
主
体
的
に
自
分
た
ち

で
検
討
す
る
と
い
う
機
運
が
必
要
。

３
、
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
進

捗
状
況
と
介
護
保
険
法
改
定
の
影
響
な
ど
に

つ
い
て

　

質
問　

介
護
申
請
の
窓
口
で
申
請
も
受
け
付

け
ず
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
流
す
よ
う
な
こ

と
は
す
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
如
何
か
。

　

答
弁　

介
護
認
定
の
申
請
と
常
態
像
の
把
握

は
違
う
と
の
認
識
で
対
応
す
る
。

　

●
法
改
悪
で
利
用
料
が
２
倍
に
な
っ
た
方
が

１
、
開
発
事
業
に
係
る
紛
争
を
市
の
責
任
で
調

整
、
解
決
す
る
条
例
を
新
設
せ
よ
。

　

開
発
に
お
け
る
地
域
住
民
と
事
業
者
と
の
紛

争
が
頻
発
。
表
題
の
開
発
条
例
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　

答
弁　

開
発
事
業
は
事
業
主
に
よ
る
事
業
で

あ
る
為
、
市
の
責
任
で
紛
争
を
解
決
す
る
に
は

限
界
が
あ
る
。

２
、
超
満
車
状
態
に
あ
る
花
小
金
井
西
第
一
自

転
車
駐
車
場
の
抜
本
的
な
対
策
を
急
げ
。

　

花
小
金
井
駅
周
辺
で
唯
一
の
無
料
自
転
車
駐

車
場
で
す
が
、
毎
日
満
車
状
態
。
そ
の
様
な
中

で
自
転
車
を
整
理
し
て
頂
い
て
る
小
平
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
々
の
作
業
環
境
改
善

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

答
弁　

新
し
い
無
料
自
転
車
駐
車
場
は
設
置

し
な
い
が
、
現
在
の
西
第
一
自
転
車
駐
車
場
は

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
管
理
す
る
。
小
平
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
々
の
作
業
環
境
に
つ

い
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
と
検
討

の
上
、
日
陰
等
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
す
る
。

３
、
鈴
木
保
育
園
跡
地
を
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
と
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
の
施
設
整
備
計
画

に
活
用
せ
よ
。

　

鈴
木
保
育
園
跡
地
の
今
後
の
利
用
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

答
弁　

新
た
に
保
育
施
設
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
な
ど
の
施
設
を
整
備
す
る

予
定
は
な
い
。
今
後
、
全

体
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
中
で
活
用
を
考
え

て
い
く
。
売
却
は
考
え
て

い
な
い
。

１
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を

　

質
問　

①
店
舗
改
修
等
補
助
制
度
の
昨
年
度

実
績
と
経
済
波
及
効
果
の
受
け
止
め
、

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

答
弁　

①
昨
年
十
七
件
に
三
三
四
万
九
千
円

補
助
、総
事
業
費
約
八
四
〇
万
円
。波
及
効
果
も

金
額
に
表
せ
な
い
く
ら
い
に
大
き
い
と
考
え
る
。

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

（
ほ
そ
や
）
経
済
波
及
を
認
め
て
お
り
、
今
後

も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
創
設
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

２
、
市
の
保
育
行
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

質
問　

①
子
ど
も
子
育
て
新
制
度
に
つ
い
て

市
民
向
け
の
説
明
会
を
や
っ
て
は
ど
う
か
？

　

答
弁　

新
制
度
に
対
す
る
声
は
伺
っ
て
い
な

い
が
、
保
護
者
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
は
入
園

の
し
お
り
や
窓
口
で
の
対
応
で
丁
寧
に
説
明
を

し
て
い
る
。

　

質
問　

②
利
用
時
間
の
分
布
は
ど
う
か
？

　

答
弁　

②
標
準
時
間
保
育
（　

時
間
）
は
二

１１

六
二
六
人（
約　

％
）、
短
時
間
保
育（
８
時
間
）

９８

は　

人
（
約
２
％
で
主
に
求
職
中
の
方
）

６３
（
ほ
そ
や
）
学
童
ク
ラ
ブ
の
障
が
い
児
受
け
入

れ
枠
に
つ
い
て
、
障
が
い
児
・
家
族
の
希
望
す

る
ク
ラ
ブ
に
入
所
で
き
る
よ
う
に
、
父
母
の
声

を
届
け
ま
し
た
。

３
、
小
川
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の

進
捗
に
つ
い
て
質
問
。

　

答
弁　

再
開
発
準
備
組
合
で
は
、
昨
今
の
建

築
工
事
費
の
高
騰
の
影
響
で
、
昨
年
度
か
ら
事

業
計
画
案
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

建
築
工
事
費
の
さ
ら
な
る
高
騰
も
予
想
さ
れ
、

将
来
の
事
業
成
立
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
準
備
組
合
で
は
将
来
の
事
業
リ
ス
ク
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
建
設
市
況
の
把
握
、
事
業
成

立
条
件
の
検
証
中
。

一
二
八
七
人
、
特
養
待
機
者
四
四
七
人
（
要
介

護
１
・
２
の
方
が
排
除
さ
れ
た
の
で
表
面
上
は

昨
年
よ
り
約
一
〇
〇
名
減
）、
低
所
得
の
方
の

入
所
費
用
の
補
助
で
あ
る
補
足
給
付
を
打
ち
切

ら
れ
た
方
三
四
〇
人
（
預
貯
金
な
ど
一
千
万
円

以
上
の
方
）、
通
帳
等
出
せ
な
か
っ
た
方
へ
は

柔
軟
に
対
応
し
、
職
権
で
の
資
産
調
査
は
実
施

し
て
い
な
い
、
な
ど
が
質
問
で
明
ら
か
に
。

４
、
東
京
都
の
道
路
、
第
四
次
事
業
化
計
画
の

優
先
整
備
路
線
に
３
・
３
・
３
号
線
は
入
る

の
か
。

　

答
弁　

今
後
東
京
都
と

区
市
町
村
で
優
先
整
備
路

線
の
選
定
を
行
う
予
定
。

（
木
村
）
早
い
時
期
か
ら

の
情
報
提
供
を
要
望
し
ま

し
た
。
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